【参考】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○○年○月○日
各市町村　鳥獣保護管理業務担当課長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本野鳥の会○○支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　　○○　○○
　　　　　
　　　　　　愛玩飼養のメジロの飼養許可更新手続きの徹底について（依頼）
　貴職におかれましては、日頃より適正な鳥獣保護管理業務を執行いただいていることに、心から敬意を表します。
ところで、本県にあっては、平成24年4月1日から施行の第11次鳥獣保護事業計画により、これまで限定的に認められていた「メジロの愛玩飼養目的の捕獲」が禁止となりました。
これにより、貴職におかれましても、平成24年4月1日以降、愛玩飼養を目的としたメジロの新規捕獲は一切許可いただいていないことと存じます。
しかしながら、これまでに愛玩飼養目的の飼養許可を得た個体に付いては、寿命を全うするまでは引き続き、その飼養が認められている状況にあります。
本来ならば、飼養許可を得た個体が、死亡したり籠脱けして飼養管理できなくなった段階で、出されていた飼養の許可は無効となるはずですが、メジロの愛玩飼養に対する根強い関心等からか、新たにメジロを捕獲し、飼養許可を得ていた個体と「すり替える」といった違法行為が行われる可能性も多分にあると強く懸念しています。
　ついては、鳥獣保護管理業務の適正な執行により、平成23年度までに愛玩飼養許可を得ている個体については、次のように指導監督を徹底いただきますようよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．これまでに愛玩飼養の許可申請をおこなった者に対し、毎年一回の飼養許可更新手続　　きを確実に行わせること。
２．飼養許可更新手続きに際し、これまでに装着した足環の番号確認等を徹底すること。
　　万一、飼育中に足環が外れたとして、足環を装着していない個体が持ち込まれた場合、　　許可された個体かどうか判断ができないことをもって、飼養許可を取り消すこと。
３．少なくとも年に一回、適正な飼養管理がなされているかどうか、可能な限り愛玩飼養　　許可者の飼養現場を確認すること。
４．万一、許可を得ないまま、メジロ等の捕獲や飼養がなされていたことが発覚した場合、　　単なる「指導」で終わらせるのではなく、鳥獣保護法違反として、即時、警察当局に　　通報すること。
